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つ な ん じ か ん

シッパネ

これからの季節、雨の日や雪の日が多くなってきますね

道路は水がたまり、車が通過してシッパネをかけられた

なんていう経験はありませんか？

お隣の湯沢町では、このようなシッパネ被害を根絶しようと

昨年 12 月に議会で「湯沢町シッパネ被害根絶に関する条例」

なるものが可決、今年の 12 月１日から施行されます

このユニークな条例によって、

シッパネ被害が少しでも減るといいですね

町内でも、思いやりの、歩行者に優しい

運転マナーをお願いします

シッパネとは…

水たまりを車両が通過することによって飛散する、氷雪水。

夏ならばまだしも、冬に浴びた歩行者は悲惨ですね。
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特 
集
Topicお

か
げ
さ
ま
で

津
南
町
も

還
暦
を

迎
え
ま
し
た

還
暦
を

11
月
３
日 

町
制
施
行

　
　
　

60
周
年
記
念
式
典

　

昭
和
30
年
１
月
１
日
、
旧
六
箇
村
が
合
併
し

て
誕
生
し
た
津
南
町
。

　

町
制
施
行
60
周
年
記
念
式
典
が
11
月
３
日
、

町
文
化
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
民
を
は
じ
め
、
多
数
の
来
賓
の
か
た
が
た

が
出
席
し
、
60
周
年
を
祝
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
上
村
町
長
の
式
辞
、
河
田
議
長

の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
友
好
交
流
都
市
韓
国
ヨ

ジ
ュ
市
長
や
埼
玉
県
狭
山
市
長
は
じ
め
、
近
隣

自
治
体
の
代
表
者
か
ら
お
祝
い
の
言
葉
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

津南町、栄村の小学校６年生によるジオパーク PRソング

Takaramono の合唱が行われました。 あいさつをする小谷野剛（こやのつよし）　狭山市長 ( 友好交流都市 )
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祝
う

　

ま
た
長
年
、
町
政
の
発
展
の
た
め
、
ご
尽
力

い
た
だ
い
た
町
政
功
労
者
特
別
功
労
者
（
６

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。式辞を述べる上村町長あいさつをする河田議長

韓国から駆けつけた交流団一行を代表しあいさつを

行った元景熙（ウォン・ギョンヒ）ヨジュ市長（友好交流都市）

会場では「振り返る 60 年」と題し、町内のさまざ

まな風景や、当時の町の生活の様子がわかる広報紙

の表紙コレクションなどが展示されました。

近隣市町村を代表して島田 栄村村長による万歳三唱により
記念式典は幕を降ろしました

60
周
年
記
念
事
業

振
り
返
る
60
年　

写
真
展
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町
制
施
行
60
周
年
記
念

           

特
別
功
労
者
表
彰

　

長
年
、
町
政
の
発
展
の
た
め
に
ご
尽
力

い
た
だ
い
た
か
た
に
、
特
別
功
労
者
の
表

彰
が
行
わ
れ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
の
観
光
振
興
や
産
業
振
興
等

に
貢
献
さ
れ
た
２
名
の
か
た
に
、
感
謝
状

の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

樋
ひ

口
ぐち

　正
まさ

登
と

 さん

昭和 43 年から消防団活動に尽力さ
れ、平成 19 年から平成 23 年まで
消防団長を務め、民生安定の向上
に寄与されました

上
かみむら

村　芳
よし

男
お

 さん

平成５年から農業委員として尽力
され、平成 11 年から平成 26 年ま
で農業員会長を務め、町の農業振
興に寄与されました

中
なかじま

島　勝
かつみつ

光 さん

昭和54年から津南町身体障害者互助会
活動に尽力され、平成12年から現在ま
で津南町身体障害者互助会長を務め、
身体障害者福祉に寄与されました。

松
まつざき

崎　和
かずあき

秋 さん

㈱津南高原開発の常務及び代表取締役社長として、公設民営のニュー・
グリーンピア津南の経営に尽力するとともに、津南町の観光振興に大
きく貢献されました。

大
おおざわ

沢　一
かずひこ

彦 さん

日本食研ホールディングス㈱の会長として、津南町森林組合と連携し
町の産業振興に大きく貢献されました。また小・中学生に図書券の寄付
をするなど教育環境の充実にも貢献されました。

大
おおくち

口　英
ひで

雄
お

 さん

昭和 35 年から消防団活動に尽力さ
れ、平成 15 年から平成 19 年まで
消防団長を務め、民生安定の向上
に寄与されました

樋
ひ

口
ぐち

　　明
あきら

 さん

昭和58年から明るい選挙推進協議会
活動に尽力され、平成15年から平成
23年まで明るい選挙推進協議会長を
務め、選挙の啓発に寄与されました

風
かざまき

巻　春
はる

夫
お

 さん

平成11年から津南町公衆衛生推進協議会理事
として尽力され、平成21年から平成24年まで
津南町公衆衛生推進協議会長を務め、保健衛生
並びに環境衛生活動の推進に寄与されました。

涌
わく

井
い

　一
かず

雄
お

 さん

平成６年から平成 18 年まで津南町
収入役を務め、町政の発展に寄与
されました

小
こ

島
じま

　輝
てるいち

一 さん

平成元年から津南郷土地改良区理事、副
理事長として尽力され、平成14年から
平成25年まで津南郷土地改良区理事長
を務め、町の農業振興に寄与されました

村
むらやま

山　伸
しん

介
すけ

 さん

昭和 59 年から津南病院に勤務し、
平成 12 年から平成 26 年まで津南
病院副院長を務め、当町医療に尽
力されました

大
おお

見
み

　幸
ゆき

雄
お

 さん

昭和 49 年から消防団活動に尽力さ
れ、平成 19 年から平成 25 年まで
消防団副団長を務め、民生安定の
向上に寄与されました。

石
いし

川
かわ

　眞
しんいちろう

一郎 さん

平成４年から平成 10 年及び平成
15 年から平成 26 年までの通算 18
年６ヶ月津南病院長を務め、当町
医療に尽力されました

町制施行60周年記念　感謝状受賞者
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未
来
提
案
作
文
優
秀
者

60 周年記念講演会が開催されました
『女性が子どもを産み育てやすい地域とは』
～女性の活躍で地方創生シンポジウム～

60周年記念誌を発行
11月５日　全世帯へ配布

　町制施行 60 周年を記念し、前女性活躍担当大臣の有村
治子氏をお招きし「女性が活躍できる町づくりこそ地方創
生」というテーマで講演会を開催しました。
　また第二部では、「子育てしやすい環境とは？」をテー
マにパネリストとの意見交換会」有村前大臣や北窓新潟県
副知事、大島煦美子（公財）新潟県女性財団理事長をお迎
えし、上村憲司津南町長や子ども子育てをしている母親や
地域住民とも意見交換を行いました。

　平成 17 年からの 10 年間の町のうごきをまとめた 60 周
年記念誌を発行。年表のほか、昨年認定された苗場山麓ジ
オパークの解説が新たに加わりました。

来場者に積極的に声をかける有村前大臣優秀者へ賞状と入賞者に図書カードが贈られました

マタニティーマークの普及拡大に力を入れてきた

こ
れ
か
ら
の
動
き

　

津
南
町
住
宅
地
図
を

　
　
　
　

作
成
・
配
布
し
ま
す

　

町
制
施
行
60
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、津
南
町
の

住
宅
地
図
を
作
成
し
、町
内
全
戸
に
配
布
い
た
し
ま
す
。

　

地
図
に
は
、
各
住
宅
に
世
帯
主
氏
名
及
び
地
番
が

掲
載
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
世
帯
主
氏
名
等
の
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い

場
合
は
、
左
記
お
問
い
合
わ
せ
先
へ
期
間
内
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
期
間

　

11
月
24
日
㈫
～
12
月
２
日
㈬

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
保
健
課　

保
険
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

　

60
周
年
を
記
念
し
、
こ
れ
か
ら
の
津
南
の
未

来
を
担
う
小
学
５
年
生
た
ち
か
ら
提
案
い
た
だ

き
ま
し
た
。

最
優
秀
賞　

江え

村む
ら　

彩あ
や

佳か

さ
ん（
津
南
小
学
校
）

　

優
秀
賞　

筒つ
つ

井い　

海か

ほ帆
さ
ん（
津
南
小
学
校
）

　

優
秀
賞　

涌わ
く

井い

あ
や
夏か

さ
ん（
津
南
小
学
校
）

　

優
秀
賞　

半は
ん

戸ど　

琉り
ゅ
う

哉や

さ
ん（
上
郷
小
学
校
）

　

現
在
の
津
南
町
を
と
て
も
よ
く
把
握
し
て
お

り
ま
た
豊
か
な
発
想
を
元
に
し
た
と
て
も
よ
い

作
文
ば
か
り
で
し
た
。
式
典
で
は
賞
に
輝
い
た

４
名
の
か
た
へ
賞
状
と
記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

記念誌の中で、25 頁「行政」の「歴代収入役」で下記の通
り誤りがございました。大変申し訳ありませんでした。心よ
りお詫び申し上げます。
　　　　　《誤》「安部左右太」→「阿部左右太」
　　　　　《誤》「涌井一男」→「涌井一雄」
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少
し
の
勇
気
で
海
外
へ
！
自
立
心
を
養
い
、

国
際
社
会
へ
羽
ば
た
く
青
少
年
の
育
成
を
！

　

公
益
財
団
法
人
・
国
際
青
少
年
研
修
協
会
で

は
、７
コ
ー
ス
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

体
験
を
通
し
て
、お
互
い
の
理
解
や
交
流
を
深

め
、国
際
性
を
養
う
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま

す
。お
一
人
で
ご
参
加
に
な
る
か
た
が
８
割
以

上
、は
じ
め
て
海
外
へ
行
か
れ
る
か
た
が
６
割

以
上
の
ご
参
加
で
す
の
で
、事
前
研
修
会
で
は

仲
間
作
り
か
ら
丁
寧
に
指
導
い
た
し
ま
す
の
で
、

安
心
し
て
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

■
内
容　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

文
化
交
流
・
学
校
体
験
・
英
語
研
修
・
地
域
見

学
・
野
外
活
動
な
ど

■
研
修
国　

英
国
・
豪
州
・
カ
ナ
ダ
・
フ
ィ
ジ
ー
・

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
フ
ィ
リ
ピ
ン

■
日
程　

３
月
26
日
㈯
～
４
月
５
日
㈫

　
　
　
　

９
～
11
日
間（
コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
る
）

■
対
象　

小
３
～
高
３
の
か
た
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
る
）

■
説
明
会　

全
国
10
都
市
、１
月
中
旬

　
　
　
　
　

入
場
無
料
・
予
約
不
要

　

平
成
28
年
４
月
に
採
用
す
る
津
南
町
職
員
を

次
の
と
お
り
再
募
集
し
ま
す
。

１　

職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

　
　
　

土
木
技
師　

１
名

２　

受
験
資
格

⑴
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

①
昭
和
55
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者
で
、

専
門
学
校
、大
学
等
の
土
木
の
専
門
課
程
を

履
修
し
た
者

②
昭
和
55
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者
で
、

土
木
施
工
管
理
技
士
の
資
格
を
有
す
る
者
、

又
は
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
に
同
資
格
取

得
見
込
み
の
者

⑵
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
受
験
で
き

ま
せ
ん
。

①
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者

②
成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐
人（
準
禁
治
産

者
を
含
む
。）

③
禁
こ
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、そ
の
執
行
が

終
わ
る
ま
で
、又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が

な
く
な
る
ま
で
の
者

④
津
南
町
職
員
と
し
て
懲
戒
免
職
の
処
分
を
受

け
、当
該
処
分
の
日
か
ら
２
年
を
経
過
し
な

小
学
生
～
高
校
生
の
た
め
の

春
休
み
海
外
研
修

参
加
者
募
集

平
成
27
年
度　

津
南
町
職

員
採
用
試
験
実
施
要
綱 か
わ
ら
ば
ん

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る

暮らしの
情報満載

い
者

⑤
日
本
国
憲
法
施
行
の
日
以
後
に
お
い
て
、日

本
国
憲
法
又
は
そ
の
下
に
成
立
し
た
政
府
を

暴
力
で
破
壊
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
政
党
そ

の
他
の
団
体
を
結
成
し
、又
は
こ
れ
に
加
入

し
た
者

３　

試
験
日
時
及
び
会
場

⑴
第
１
次
試
験

　

①
期　

日　

平
成
28
年
１
月
24
日
㈰

　

②
試
験
場　

津
南
町
役
場

　

③
試
験
の
方
法

ア　

地
方
公
務
員
と
し
て
必
要
な
一
般
的
知

識
及
び
知
能
に
つ
い
て
教
養
試
験
と
し

て
択
一
式
に
よ
る
筆
記
試
験
を
行
い
ま
す
。

イ　

専
門
知
識
及
び
能
力
に
つ
い
て
択
一
式

筆
記
試
験
を
行
い
ま
す
。

ウ　

職
員
と
し
て
の
適
応
性
に
つ
い
て
択
一

式
に
よ
る
事
務
適
性
検
査
を
行
い
ま
す
。

注
１　

教
養
試
験
及
び
専
門
試
験
は
、高
等
学

校
卒
業
程
度
で
行
い
ま
す
。

注
２　

教
養
試
験
及
び
専
門
試
験
の
科
目
別
の

出
題
分
野
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

・
教
養
試
験

　

社
会
、人
文
及
び
自
然
に
関
す
る
一
般
知
識

並
び
に
文
章
理
解
、判
断
推
理
、数
的
推
理
及
び

資
料
解
釈
に
関
す
る
一
般
知
能

・
専
門
試
験

　

数
学
・
物
理
・
情
報
技
術
基
礎
、土
木
基
礎
力

学（
構
造
力
学
、水
理
学
、土
質
力
学
）、土
木
構

造
設
計
、測
量
、社
会
基
盤
工
学
及
び
土
木
施
工

　

④
合
格
発
表　

２
月
中
旬
に
決
定
し
、受
験

者
全
員
に
結
果
を
通
知
し
ま
す
。

⑵
第
２
次
試
験

　

①
対
象
者　

第
１
次
試
験
合
格
者

　

②
期
日
等　

３
月
上
旬
に
津
南
町
役
場
で

　
　
　
　
　
　

実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

試
験
の
日
時
、場
所
等
に
つ
い
て
は
、決
定
次

第
対
象
者
に
通
知
し
ま
す
。

４　

受
験
申
込
期
間
及
び
場
所

⑴
申
込
期
間

　

平
成
27
年
11
月
20
日
㈮
か
ら
平
成
27
年
12
月

14
日
㈪
ま
で

注
１　

郵
送
の
場
合
は
、12
月
14
日
必
着
分
ま

で
受
け
付
け
ま
す
。

注
２　

持
参
の
場
合
は
、午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
５
時
15
分
ま
で（
た
だ
し
、土
・
日

曜
日
及
び
祝
祭
日
を
除
き
ま
す
。）受
け

付
け
ま
す
。

⑵
申
込
場
所　

津
南
町
役
場　

総
務
課

５　

受
験
手
続

⑴
申
込
書
の
請
求
先

　

津
南
町
役
場　

総
務
課
総
務
班

〒
９
４
９
‐
８
２
９
２　

新
潟
県
中
魚
沼
郡
津

南
町
大
字
下
船
渡
戊
５
８
５
番
地

℡
０
２
５
‐
７
６
５
‐
３
１
１
２

※
津
南
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
様
式
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

⑵
申
込
方
法

　

受
験
申
込
書
に
所
要
事
項
を
記
入
、押
印
し
、

写
真（
縦
４
㎝
、横
３
㎝
）１
枚
を
貼
り
、他
に
２

枚
を
添
付
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

⑶
そ
の
他

　

不
明
な
点
は
、津
南
町
役
場
総
務
課
総
務
班

（
℡
０
２
５
‐
７
６
５
‐
３
１
１
２
）ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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十
日
町
地
域
消
防
本
部
管
内
で
、平
成
27
年

１
月
１
日
か
ら
10
月
31
日
ま
で
に
27
件
の
火
災

が
発
生
し
、津
南
町
で
は
９
件
発
生
し
て
い
ま

す
。９
件
の
う
ち
８
件
が
建
物
火
災
で
、10
月
は

２
件
の
全
焼
火
災
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。こ

れ
か
ら
年
末
に
か
け
て
火
を
使
う
機
会
が
多
く

な
り
ま
す
。

　

ス
ト
ー
ブ
周
囲
の
状
況
、ガ
ス
レ
ン
ジ
の
取

扱
い
及
び
豆
炭
等
取
灰
の
取
扱
い
に
十
分
注
意

し
て
火
災
の
無
い
住
み
よ
い
津
南
町
に
し
て
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

火
災
や
救
急
な
ど
の
災
害
発
生
時
に
、い
ち

早
く
消
防
本
部
へ
通
報
す
る
た
め
に
１
１
９

番
通
報
が
あ
り
ま
す
。適
正
に
１
１
９
番
通
報

を
い
た
だ
く
こ
と
で
、

出
動
ま
で
の
時
間
を

短
縮
し
、災
害
に
よ

る
被
害
の
軽
減
を
図

れ
る
よ
う
、皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

労
働
者
、事
業
主
を
問
わ
ず
、労
働
委
員
会
の

委
員
が
、労
使
間
の
問
題
解
決
に
向
け
て
ア
ド

バ
イ
ス
し
ま
す
。

　

ご
相
談
に
応
じ
る
者
は
、労
使
関
係
に
豊
富

な
知
識
や
経
験
が
あ
る
公
益
委
員（
弁
護
士

等
）・
労
働
者
委
員（
労
働
組
合
役
員
等
）・
使
用

者
委
員（
会
社
役
員
等
）で
す
。

■
開
催
日
時　

12
月
３
日
㈭　

午
後

■
開
催
場
所

　

新
潟
県
庁
16
階　

新
潟
県
労
働
委
員
会

　
（
新
潟
市
中
央
区
新
光
町
４
番
地
１
）

十
日
町
地
域
消
防
本
部

か
ら
の
お
願
い

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

新
潟
県
労
働
委
員
会
に
よ
る

労
働
ト
ラ
ブ
ル
相
談
会
開
催

の
お
知
ら
せ

　

町
で
は
、次
の
と
お
り
町
営
住
宅
の
入
居
者

を
募
集
し
ま
す
。入
居
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

【
美
雪
町
Ｈ
棟
３
号
室
１
戸
】

■
構　

造　

平
成
27
年
建
設　

木
造
２
階
建

■
面
積
及
び
間
取
り

　

79
㎡
／
２
間（
洋
室
１
・
和
室
１
）
／
Ｄ
Ｋ
／

ト
イ
レ
／
浴
室

■
家　

賃　

所
得
に
応
じ
て
設
定

■
敷　

金　

１
か
月
分

■
入
居
資
格

①
原
則
と
し
て
同
居
親
族
が
あ
る
こ
と
。

②
所
得
が
１
か
月
15
万
８
千
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

③
現
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な

こ
と
。

④
税
金
な
ど
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

⑤
暴
力
団
員
で
は
な
い
こ
と
。

■
申
込
方
法　
「
町
営
住
宅
入
居
申
込
書
」（
建

設
課
土
木
班
に
あ
り
ま
す
）を
提
出
し
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、そ
の
場
で
担
当
職
員
と
面
接

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
申
込
期
間　

平
成
27
年
11
月
24
日
㈫
～

　
　
　
　
　
　

平
成
27
年
12
月
８
日
㈫

■
入
居
日　

平
成
27
年
12
月
15
日
㈫

■
選
考
方
法　

選
考
委
員
の
意
見
を
聞
い
て
、

町
長
が
入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課　

土
木
班　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
６

　現在、就職していない看護職員（保健師、助産師、看護
師、准看護師）が安心して再就職できるよう支援するため
の講習会で、今年度2回目の基礎コースを開催します。
　部分的な受講も可能ですので、ぜひ、参加ください。
■期間／平成27年12月8・9・10日
■会場／新潟県看護研修センター
　　　　新潟大学医歯学総合病院医療人育成センター
■対象／看護職の資格をお持ちで再就職を希望される未就業の方
■受講料／無料（ただし会場までの交通費・昼食代は各自で負担下さい）

■申込〆切／平成27年12月1日㈫
■内容

日　時 内　容

12月8日 講義 「医療安全対策」「感染予防対策」
「高齢者施設における看護」

12月９日 講義 「ナースのためのコミュニケーションスキル」
「認知症ケア」「在宅ケア」

12月10日 看護技術トレーニング 「最新の看護技術」

■申込み先／新潟県ナースセンター　再就職支援講習会係
　　　　　　〒951-8133　新潟市中央区川岸町2-11
　　　　　　℡025-233-6011　Fax025-265-4188
■主催／新潟県　新潟県ナースセンター

看護の世界で再び輝くために
平成27年度 看護職員再就職支援講習会

■
内
容

　

解
雇
、賃
金
未
払
い
、退
職
金
、パ
ワ
ハ
ラ
な

ど
の
労
使
間
の
ト
ラ
ブ
ル（
採
用
に
関
す
る
も

の
は
除
き
ま
す
）

　

必
要
に
応
じ
て
、労
働
委
員
会
の
あ
っ
せ
ん

等
の
制
度
を
ご
案
内
し
ま
す
。

■
申
込
み
期
限

　

12
月
１
日
㈫　

正
午

■
お
申
し
込
み
先

　

新
潟
県
労
働
委
員
会
事
務
局（
県
庁
16
階
）

　

℡
０
２
５
‐
２
８
０
‐
５
５
４
６

　
（
土
・
日
・
祝
日
は
除
き
ま
す
）

　

事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。事
前
連

絡
が
な
い
場
合
、お
受
け
で
き
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

■
参
加
費　

39
万
～
50
万

■
〆　

切　

２
月
１
日
㈪

■
お
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求

　
（
広
財
）国
際
青
少
年
研
修
協
会

　

東
京
都
品
川
区
五
反
田
７
‐
１
５
‐
４

　

第
三
花
田
ビ
ル
４
階

　

℡
０
３
‐
６
４
１
７
‐
９
７
２
１



広報 10平成27年11月号

　

灯
油
を
取
り
扱
う
機
会
の
増
え
る
冬
期
は
、

毎
年
、ホ
ー
ム
タ
ン
ク
等
か
ら
の
灯
油
流
出
事

故
が
多
く
発
生
し
ま
す
。

　

灯
油
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、次
の
こ
と
を

守
っ
て
事
故
防
止
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か
ら
の
小
分
け
中
は
そ
の
場

を
離
れ
な
い

②
給
油
後
は
バ
ル
ブ
を
し
っ
か
り
閉
め
た
こ
と

を
確
認

③
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か
ら
の
配
管
に
異
常
が
な
い

　

毎
年
11
月
25
日
か
ら
12
月
１
日
の
１
週
間
は
、

犯
罪
被
害
者
週
間
で
す
。犯
罪
被
害
や
交
通
事

故
に
遭
い
、困
っ
て
い
る
、悩
ん
で
い
る
方
は
こ

ち
ら
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

・
十
日
町
警
察
署
（
各
交
番
・
駐
在
所
）

　

℡
０
２
５
‐
７
５
２
‐
０
１
１
０

・
警
察
本
部　

犯
罪
被
害
者
支
援
室

　

℡
０
２
５
‐
２
８
５
‐
０
１
１
０

・
け
い
さ
つ
相
談
室

　

℡
０
２
５
‐
２
８
３
‐
９
１
１
０

　

＃
９
１
１
０
※
携
帯
電
話
等

・（
公
）に
い
が
た
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
２
５
８
‐
３
２
‐
７
０
１
６

・
女
性
被
害
１
１
０
番

　

℡
０
２
５
‐
２
８
１
‐
７
８
９
０

　

今
年
度
最
後
の「
津
南
・
北
野
大
塾
」を
開
講

し
ま
す
。

　

今
回
は
、北
野
大
塾
長
・
及
川
紀
久
雄
副
塾
長

ほ
か
、メ
イ
ン
ゲ
ス
ト
と
し
て
、現
み
ず
ほ
証
券

監
査
役（
元
農
林
中
央
金
庫
新
潟
支
店
長
、同
常

勤
監
査
役
）の
大
石
正
弥
さ
ん
、農
林
中
央
金
庫

総
合
研
究
所
研
究
員
の
小
針
美
和
さ
ん
、日
本

政
策
金
融
公
庫
課
長
代
理
の
大
屋
満
佐
子
さ
ん

を
お
迎
え
し
て
、日
本
の
農
業
や
農
業
金
融
の

お
話
を
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
農
業
の
行
方
や
津
南
の
農
業
を

共
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

今
年
最
後
の「
津
南
・
北
野
塾
」と
な
り
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
お
出
で
く
だ
さ
い
。

　

町
内
外
ど
な
た
で
も
入
場
で
き
ま
す
。

　

十
日
町
・
津
南
地
域
の
農
業
農
村
の
整
備
状

況
や
農
業
水
利
施
設
等
に
つ
い
て
、地
域
住
民

や
観
光
客
な
ど
幅
広
い
層
の
方
々
に
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
パ
ネ
ル
広
報
展
で
、

公
共
施
設
や
観
光
施
設
の
展
示
ス
ペ
ー
ス
を
会

場
と
し
て
、順
次
リ
レ
ー
方
式
で
移
動
し
な
が

ら
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
リ
レ
ー
パ
ネ
ル
展
の
一
環
で
、十
日
町

情
報
館
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

12
月
14
日
㈪
～
12
月
20
日
㈰

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
７
時            

■
会
場　

十
日
町
情
報
館 

ギ
ャ
ラ
リ
ー 

■
主
催　

十
日
町
地
域
振
興
局  

農
業
振
興
部

■
共
催　

津
南
町
地
域
振
興
課　

ほ
か

■
お
問
い
合
わ
せ

　

十
日
町
地
域
振
興
局 

農
業
振
興
部

　

℡
０
２
５
‐
７
５
７
‐
５
５
１
９

灯
油
漏
れ
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

犯
罪
被
害
者
週
間

平
成
27
年
第
３
回

津
南
・
北
野
大
塾
の
ご
案
内

農
業
農
村
整
備

リ
レ
ー
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
ま
す

　みずからも満州で残酷な体験をしながら、生
涯を残留孤児たちの肉親さがしにささげ、献身
的な愛でささえた。その山本慈昭の生涯を生い
立ちからたどった感動の物語「望郷の鐘」の上
映会を開催します。
■上映日時／12月6日㈰
　　　　　　午後1時30分上映
　　　　　（午後1時～開場）
■上映場所／津南町文化センターホール
　　　　　（津南町公民館）
■料金／全席自由　大人200円
　　　　高校生以下無料（要入場整理券）
■主催／お母さんのひろば
　　　　津南町殉難者の会
■後援／津南町・津南町公民館
■お問い合わせ
　津南町文化センター
　TEL 765‐3134

津南町制施行60周年記念
お母さんのひろば55周年記念

山本慈昭「望郷の鐘」満蒙開拓団の落日
上映会

■
期　

日　

11
月
29
日
㈰

■
会　

場　

竜
ヶ
窪
温
泉

　

午
後
３
時
～　

講
演
・
北
野
塾
長
の
ト
ー
ク
な
ど

　

午
後
５
時
～　

懇
親
会

　

講
演
終
了
後
、
同
会
場
に
お
い
て
講
師

の
方
々
と
懇
親
会
を
行
い
ま
す
。（
会
費
３
，

０
０
０
円
）

　

懇
親
会
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
11
月
26

日
㈭
ま
で
に
北
野
塾
実
行
委
員
会（
竜
ヶ
窪
温

泉
）℡
７
６
５
‐
５
８
８
８
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

か
点
検

④
積
雪
や
除
雪
で
配
管
を
傷
め
な
い
よ
う
注
意

　

も
し
、油
を
漏
ら
し
て
し
ま
っ
た
ら
、元
栓
を

閉
め
、流
れ
出
な
い
よ
う
応
急
処
置
し
、最
寄
り

の
関
係
機
関
に
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
連
絡
先

【
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か
ら
灯
油
が
漏
れ
た
場
合
】

　

灯
油
を
購
入
し
た
販
売
店
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

【
水
路
や
河
川
に
油
が
入
っ
た
場
合
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

発
見
し
た
場
合
】

・
十
日
町
地
域
消
防
本
部
南
分
署

　

℡
７
６
５
‐
２
４
８
０

・
町
役
場
税
務
町
民
課

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

・
南
魚
沼
地
域
振
興
局
環
境
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
２
５
‐
７
７
２
‐
８
１
５
４
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マ
ウ
ン
テ
ン
パ
ー
ク
津
南

２
０
１
５
‐
１
６
シ
ー
ズ
ン
の

営
業
に
つ
い
て

町
有
施
設
の
今
年
度
の
営
業
に
つ
い
て

■
お
問
い
合
わ
せ　

地
域
振
興
課　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
５

ニ
ュ
ー
・
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
津
南

賃
貸
借
契
約
更
改
に
つ
い
て

○
契
約
の
更
新

　

平
成
17
年
よ
り
経
営
を
委
託
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
㈱
津
南
高
原
開
発
と
新
た
に
、
10

月
１
日
よ
り
10
年
間
の
契
約
の
更
新
を
行
い

ま
し
た
。

　

新
た
な
契
約
で
は
、
一
部
、
契
約
内
容
の

見
直
し
を
行
い
、
大
規
模
な
改
修
、
修
繕
が

必
要
と
な
る
場
合
は
、
所
有
者
で
あ
る
津
南

町
が
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
の
財
源
と
し
て
町
は
基
金
条
例

　

マ
ウ
ン
テ
ン
パ
ー
ク
津
南
は
、
９

月
末
を
も
ち
ま
し
て
民
間
の
運
営
か

ら
津
南
町
の
公
営
に
変
更
と
な
り
ま

し
た
。

　

２
０
１
５
‐
１
６
シ
ー
ズ
ン
の
営

業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
内
小
中
学

校
の
ス
キ
ー
授
業
や
課
外
授
業
等
を

対
象
と
し
た
教
育
的
な
ス
キ
ー
場
と

し
て
運
営
を
予
定
し
て
お
り
、
一
般

の
お
客
様
へ
の
解
放
は
見
合
わ
せ
る

こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ご
利
用
を
ご
検
討
中
の
皆
様
に
は

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
来
シ
ー
ズ
ン
以
降
の
運
営

形
態
に
つ
き
ま
し
て
は
、
決
ま
り
次

第
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
と
も
ご
愛
顧
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

の
一
部
を
改
正
し
て
津
南
高
原
開
発
よ
り
納

め
ら
れ
る
使
用
料
等
と
一
般
財
源
か
ら
支
出

す
る
繰
出
金
を
も
と
に
し
て
、
基
金
積
み
立

て
を
行
い
運
用
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

○
リ
フ
ト
・
ゲ
レ
ン
デ
の
改
修

　

ま
た
こ
の
冬
の
運
行
を
め
ざ
し
、
リ
フ
ト

の
新
設
や
ゲ
レ
ン
デ
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

　

よ
り
親
し
ま
れ
や
す
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
ゲ
レ

ン
デ
、
競
技
用
ゲ
レ
ン
デ
と
し
て
使
用
し
て

い
く
予
定
で
す
。

10 年間の契約を更新したニュー・グリーンピア津南

ゲレンデも一部、新たに整備された（写真下部）
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3

12

メイン会場となったマウンテンパーク津南より撮影。この瞬間を待

ちわびたお客さんが携帯やカメラを掲げて見守っていました。尺玉

の一番綺麗なところが手前から打ち上がった虎の尾の花火により

見事に潰れて今年も失敗作となりました！　(撮影／広報担当小島)

ニュー・グリーンピア津南方面より大割野方面を撮影。

花火の全体像がよく分かり、車の光によって、道の形も浮かび上がっています（撮影／山本吉明様）

栄村・屋敷地内にある鳥甲山の噴火によって出来た溶岩が冷えて

固まった柱状節理、通称「布岩」前で初めて打ち上がった尺玉。

布岩を照らしたこの瞬間しか見ることのできない貴重な一枚です。

( 撮影／内山義幸様 )

まちかどスケッチ特別編 あなたはどこからご覧になりました ??

10
月
31
日
㈯　

河
岸
段
丘
花
火
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
で
10
回
目
を
数
え
る
記
念
大
会
は
、
こ
の
花
火
大
会
と
も
深
く
関
わ
り
あ
る
ジ
オ

パ
ー
ク
の
認
定
を
祝
う
大
会
と
も
な
り
ま
し
た
。
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まちかどスケッチ特別編／河岸段丘花火

ジオパーク認定記念尺玉

今
年
は
、
苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
を
祝
し
、

ま
た
10
周
年
を
記
念
し
、
尺
玉
を
打
ち
上
げ
ま
し
た
。

↑　　
今年も切明集落から
スタートしました。

打ち上げスタッフ集合写真

31日㈯夜７：００ちょうど、ジオ１
の長野県栄村の切明をスタートし
た花火(虎の尾)は２秒おきに点火。
中津川が信濃川に合流するジオ23
まで、一気に駆け下りました。

今年はジオパーク認定を記念し、鳥
甲山の噴火で出来た溶岩が冷えて
固まった「柱状節理」の名所栄村屋
敷地内の「布岩」を照らす尺玉や河
岸段丘の中央部、貝坂-上段の間で
10周年を記念した尺玉が打ち上が
りました。

最後は、７時１分に全55地点から
一斉に打上げ、日本一長く、日本一
短い花火大会が今年も無事に打ち
上がりました。

1

2

3

4

4

定番のマウンテンパーク津南展望台より
（撮影／小林幸一様）
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Tsunan  Even t  Ske tch .

つ　な　ん
まちかど
スケッチ

 笑いあり、涙あり。
— 10／18　津南町芸能フェスティバル —

 福祉活動を応援しています
— 10/16  日本生命津南営業所様より寄付をいただきました —

 あやしいものは食べないで！
— 10／14　きのこ鑑別講習会 —

 健康が一番！
— 10／18　津南町健康まつり —

　公民館登録をしている団体が日頃の活動を披露する場と
して、長年住民のかたから親しまれてきたこの催し。秋の風
物詩「芸能フェスティバル」が今年から老人クラブ連合会の
芸能祭と一緒になり参加者団体も27団体にのぼる、一大イ
ベントになりました。

　日本生命津南営業部様では、毎年大割野で行われる彼岸
市でチャリティーバザールを行っています。
　その収益金から毎年町へ車いすなどのご寄付をいただい
ています。今年で20回目となるこの取り組み、町や病院など
の福祉活動に役立たさせていただいています。

　今年は旬が早かったきのこ。毒きのこによる中毒などを
防ごうと、毎年この時期に、保健所や食品衛生協会がキノコ
鑑別講習会を実施しています。食・不食・毒あわせ182種類の
実物展示や、参加者が採ってきたきのこをその場で鑑別し
たり、お昼には、きのこ汁の振る舞いもありました。

　秋晴れの天気のなか、さわやかスポーツ教室やせっつぇ
もん市、健康であることを感謝するお祭りとなりました。ま
た赤い羽共同募金や広報つなんの音声訳を委託している津
南音声訳の会も出店し、福祉活動の啓発を行いました。

↑特別ゲスト　ジャズシンガーのＳＡＣＨＩＥさん

↑町長へ寄付金を手渡す伽賀吉真営業部長と職員のみなさん↑松之山食品衛生協会顧問の滝澤氏による解説

↑お年寄りから子どもまで大勢のかたが出かけていました

↑実際の録音体験や早口ことば対決など音声訳の体験コーナーも
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こ
ん
に
ち
は
！
今
月
は
結
東
集
落
の
平
木
の

担
当
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

さ
て
、
美
し
か
っ
た
秋
山
郷
の
紅
葉
も
散
っ

て
し
ま
い
、
山
が
冬
の
色
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

紅
葉
時
期
は
乗
用
車
を
は
じ
め
、
観
光
バ
ス
な

ど
も
集
落
で
多
く
見
か
け
ま
し
た
。
夏
の
時
期

も
観
光
客
は
多
か
っ
た
で
す
が
、
や
は
り
秋
の

紅
葉
の
時
期
の
方
が
知
名
度
と
し
て
は
高
い
よ

う
で
す
ね
。「
秋
山
郷
」
と
い
う
名
に
も
納
得

で
す
。

　

多
く
の
観
光
客
の
方
が
訪
れ
て
い
た
の
が
、

見
倉
の
吊
り
橋
で
す
。
国
道
４
０
５
号
か
ら
降

り
て
い
く
と
、
10
台
程
度
車
が
停
め
ら
れ
る
駐

車
場
が
あ
り
ま
す
。
紅
葉
の
時
期
は
平
日
も
数

台
止
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
土
日
に
は
更
に
多
く

の
車
や
バ
ス
が
停
車
し
、
満
車
に
な
っ
て
い
る

こ
と
も
。

　

そ
ん
な
駐
車
場
か
ら
住
宅
の
横
の
道
を
抜
け

ど
ん
ど
ん
と
森
の
中
を
歩
い
て
行
き
ま
す
。
下

り
坂
と
な
っ
て
い
る
の
で
足
元
に
は
十
分
ご
注

意
を
！
そ
の
ま
ま
道
な
り
に
進
ん
で
い
く
と
、

木
と
木
の
間
か
ら
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の
川

が
見
え
て
き
ま
す
。
川
が
見
え
れ
ば
あ
と
少
し
。

更
に
奥
へ
と
進
む
と
そ
こ
に
は
、
木
製
の
吊
り

橋
と
看
板
が
現
れ
ま
す
。
吊
り
橋
を
歩
い
て
み

る
と
、
結
構
ゆ
れ
ま
す
。
怖
が
ら
ず
に
進
ん
で

い
く
と
、
川
の
流
れ
と
紅
葉
の
美
し
い
景
色
を

見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
白

黒
の
写
真
で
し
か
ご
紹
介
出
来
な
い
の
で
、
ぜ

ひ
来
年
は
結
東
集
落
の
紅
葉
を
見
に
来
て
く
だ

さ
い
！

　
（
吊
り
橋
か
ら
駐
車
場
ま
で
の
帰
り
道
は
、

急
な
斜
面
を
上
が
る
の
で
息
が
上
が
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
笑
）

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

　

７
月
か
ら
４
回
に
渡
っ

て
、
つ
な
Ｇ
Ｏ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
小
冊
子
制
作
に
つ

い
て
レ
ポ
ー
ト
し
て
き
ま

し
た
が
、
今
回
は
少
し
話

題
を
変
え
て
。

　

８
月
31
日
～
９
月
３
日

に
日
本
女
子
大
学
の
学
生
10
名
が
、
ス
タ
デ
ィ

ツ
ア
ー
で
津
南
を
訪
れ
ま
し
た
。
芦
ケ
崎
集

落
の
方
々
の
ご
協
力
で
祭
り
に
参
加
し
た
他
、

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
の
ジ
オ
サ
イ
ト
や
上

郷
ク
ロ
ー
ブ
座
な
ど
町

内
を
巡
り
ま
し
た
。

　

ツ
ア
ー
最
終
日
は
、

学
生
が
考
え
た
旅
の
ス

ト
ー
リ
ー
の
発
表
会
。

人
の
や
さ
し
さ
に
触
れ

た
感
動
を
も
と
に
し
た

暮
ら
し
体
験
ツ
ア
ー

や
、
景
色
・
食
の
写
真

を
軸
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用

す
る
プ
ラ
ン
、
食
べ
も

の
巡
る
ツ
ア
ー
な
ど
、

学
生
の
目
線
で
自
由
な

提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　

発
表
会
に
は
、
町
内

の
観
光
関
係
者
も
多
く

参
加
し
活
発
な
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
本
女
子
大
学
の
中
西

教
授
か
ら
は
、
こ
れ
か

ら
の
観
光
は
「
交
流
」
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る

と
い
う
こ
と
、
そ
の
た
め
に
は
住
民
と
来
訪

者
を
つ
な
ぐ
地
元
の
「
世
話
役
」
が
鍵
に
な

る
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
の
ツ

ア
ー
は
、
学
生
が
地
域
や
観
光
を
学
ぶ
目
的

で
し
た
が
、
一
方
で
地
域
に
と
っ
て
も
刺
激
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
日
本
女

子
大
学
の
み
な
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

つなGO! プロジェクトのフェイスブックページもあります。みんなで編集会議の様子
も随時アップしていますので、いいね！をよろしくお願いします！
https://www.facebook.com/tsunagotsunan

TSUNAN
みんなで

編集会議

つなGO!プロジェクト
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KOKUHO KOKUHO KOKUHO KOKUHO KOKUHO
 KO

KU
HO
 K
OK
UH
O 
KO

KU
HO 

LETTER

国

だ
よ
り

恐
ろ
し
い
心
臓
疾
患
、脳
卒
中
、

糖
尿
病
は
予
防
で
き
る
！

健
診
結
果
を

　

生
活
習
慣
改
善
に
活
か
そ
う
！

▼
放
っ
て
お
け
な
い
！

　

生
活
習
慣
病

　

発
症
す
れ
ば
高
い
死
亡
率
、
亡
く
な
ら
な
く

て
も
寝
た
き
り
、
半
身
不
随
、
失
明
な
ど
を
引

き
起
こ
す
、
心
臓
疾
患
、
脳
卒
中
、
糖
尿
病
な

ど
の
恐
ろ
し
い
生
活
習
慣
病
は
、
自
覚
症
状
が

無
い
ま
ま
、
あ
る
日
そ
の
日
が
や
っ
て
き
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
塩
、
脂
肪
等
の
過
剰
摂
取
な

ど
の
不
適
切
な
食
生
活
や
喫
煙
、
過
度
の
飲
酒
、

運
動
不
足
、
ス
ト
レ
ス
な
ど
、
不
健
康
な
生
活

習
慣
を
続
け
て
い
る
と
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
の
川
を
下
り
始
め
、
最
後
に
は
生
活

習
慣
病
の
滝
を
転
げ
落
ち
て
し
ま
い
ま
す
。

▼
個
別
の
病
気
の
早
期
発
見
・

　

治
療
か
ら
生
活
習
慣
病
の
予
防
・

　

解
消
へ

　

生
活
習
慣
病
の
発
症
に
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
が
深
く

関
わ
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
平
成
20
年
度
か
ら
、
こ
の
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着
目
し
た
特
定
健
診

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

特
定
健
診
は
、
こ
れ
ま
で
の
、
個
別
の
病
気

の
早
期
発
見
・
治
療
を
目
的
と
し
た
健
診
と
違

い
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
や
解
消
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

▼
受
け
っ
放
し
厳
禁
!! 

　

健
診
結
果
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

　

み
な
さ
ん
は
、
健
診
を
受
け
た
と
い
う
こ
と

だ
け
で
、
満
足
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

健
診
を
受
け
て
も
、
そ
の
結
果
を
放
っ
て
お

い
て
は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

健
診
の
結
果
を
よ
く
確
認
し
、
生
活
習
慣
の

改
善
や
病
気
の
予
防
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

　

何
よ
り
、
自
分
で
生
活
習
慣
を
改
善
し
よ
う

と
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

▼
健
康
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
！

　

特
定
保
健
指
導

　

健
診
の
結
果
に
基
づ
き
、
生
活
習
慣
の
改
善

が
必
要
な
人
に
対
し
て
、
保
健
師
・
管
理
栄
養

士
が
保
健
指
導
を
行
い
ま
す
。

◇
対
象
者
に
は
特
定
保
健
指
導

　

健
診
を
受
け
た
人
が
、
自
分
の
健
康
状
態
を

把
握
し
、
生
活
習
慣
を
改
善
し
て
い
け
る
よ
う

に
、
保
健
師
・
管
理
栄
養
士
が
支
援
し
ま
す
。

　

特
定
保
健
指
導
で
は
、
特
定
健
診
の
結
果
か

ら
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
判
定
基

準
を
超
え
て
い
る
か
ど
う
か
で
、
対
象
者
を

「
動
機
付
け
支
援
」
と
「
積
極
的
支
援
」
に
分
け
、

そ
れ
ぞ
れ
に
合
わ
せ
た
保
健
指
導
を
行
い
ま
す
。

◇
そ
の
他
の
保
健
指
導

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
以
外
に
も
、

津
南
町
に
多
い
高
血
圧
に
着
目
し
た
保
健
指
導

も
行
っ
て
い
ま
す
。

◇
受
診
勧
奨
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す

　

健
診
結
果
か
ら
、
医
療
機
関
へ
の
受
診
勧
奨

お
よ
び
治
療
が
必
要
と
さ
れ
た
人
に
は
、
受
診

勧
奨
を
行
い
ま
す
。
自
覚
症
状
が
無
く
て
も
発

症
直
前
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。
受
診
勧
奨
を
受

け
た
ら
、
自
己
判
断
を
せ
ず
に
必
ず
病
院
を
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

▼
「
ち
ょ
っ
と
高
め
」
の
人
ほ
ど

　

気
を
付
け
て
!!

　

健
診
で
異
常
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
け
れ
ど
、

数
値
が
「
ち
ょ
っ
と
高
め
」
だ
っ
た
と
い
う
人

は
要
注
意
で
す
。　

　

数
値
は
、
各
年
の
数
値
を
比
較
し
て
み
る
こ

と
が
大
切
で
す
。「
ち
ょ
っ
と
高
め
」、
以
前
よ

り
数
値
が
上
が
っ
た
と
い
う
人
は
、
危
険
信
号

が
灯
り
始
め
て
い
ま
す
！

　

保
健
指
導
の
対
象
に
な
ら
な
か
っ
た
人
で
も
、

気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
と
き
は
、
医
師
や
保
健

師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

▼
安
心
し
て
国
保
を

　

使
い
続
け
る
た
め
に

　

医
療
費
の
増
加
は
、
み
な
さ
ん
の
家
計
だ
け

で
な
く
、
国
保
の
運
営
に
も
大
き
な
影
響
を
与

え
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
よ
り
よ
い
生
活
習
慣
が
健
康
的

な
生
活
を
送
る
こ
と
に
繫
が
り
、
増
え
続
け
る

医
療
費
を
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
安
心
し
て
国
保
を
使
い
続
け
る

た
め
に
も
、
健
診
や
保
健
指
導
を
活
用
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課　

保
険
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４
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子
育
て
…
頑
張
っ
て
ま
す
!!

卯
之
木　

柳
沢　

奈
々
さ
ん（
31
歳
）

広
島
か
ら
嫁
い
で
来
ま
し
た

　

私
は
広
島
市
出
身
で
、
学
生
・
社
会

人
時
代
は
京
都
で
過
ご
し
、
結
婚
を
機

に
新
潟
へ
、
そ
し
て
こ
の
度
主
人
の
転

職
を
機
に
津
南
町
へ
と
昨
年
度
末
に

引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。
ど
ん
ど
ん
寒

い
地
方
へ
と
来
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
す

が
、
同
じ
地
域
の
皆
さ
ん
を
始
め
津
南

の
皆
さ
ん
は
温
か
く
親
切
で
、
出
会
う
度
い
つ

も
優
し
い
言
葉
を
か
け
て
い
た
だ
く
の
で
心
は

ほ
っ
こ
り
し
て
い
ま
す
。

思
う
様
に
い
か
な
い
育
児
…

　

と
は
い
え
、
や
は
り
昨
年
一
年
は
、
誰
も
知

り
合
い
も
お
ら
ず
気
候
や
慣
習
な
ど
が
全
く
違

う
こ
と
や
、
慣
れ
な
い
育
児
一
年
目
と
も
あ
っ

て
、
悩
ん
で
ば
か
り
の
日
々
で
し
た
。

　

０
歳
児
と
の
生
活
は
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
が
レ

ギ
ュ
ラ
ー
に
起
こ
る
毎
日
で
し
た
。抱
っ
こ
抱
っ

こ
の
日
や
、
た
だ
た
だ
泣
く
日
、
本
棚
や
タ
ン

ス
の
も
の
を
片
っ
端
か
ら
出
し
ま
く
る
日
、
飲

み
物
を
こ
ぼ
し
て
ば
か
り
の
日
…
。
何
か
し

ら
の
イ
ベ
ン
ト
が
待
っ
て
い
ま
し
た
。
娘
は
と

て
も
可
愛
い
で
す
が
、
い
や
可
愛
い
か
ら
こ
そ
、

あ
や
し
た
り
遊
ぶ
の
も
一
生
懸
命
に
な
っ
て
し

ま
い
、
精
神
的
に
も
体
力
的
に
も
一
日
終
わ
る

と
ど
っ
と
疲
れ
る
毎
日
で
、
夜
間
も
夜
泣
き
で

眠
れ
ず
、
残
り
わ
ず
か
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
授
乳

で
吸
い
取
ら
れ
、朝
起
き
て
も
ヘ
ト
ヘ
ト
で
し
た
。

　

少
し
の
時
間
で
、
少
し
の
気
の
持
ち
よ
う
で

で
き
そ
う
な
は
ず
の
家
事
も
で
き
ず
、
主
人
に

も
申
し
訳
な
い
な
と
思
う
事
も
度
々
で
し
た

が
、「
そ
れ
だ
け
子
ど
も
に
全
力
で
向
き
合
っ

て
る
っ
て
こ
と
だ
よ
、
む
し
ろ
あ
り
が
と
う
。」

と
い
つ
も
優
し
い
言
葉
を
か
け
て
く
れ
て
、
主

人
も
新
し
い
仕
事
で
大
変
だ
っ
た
は
ず
な
の
に

色
々
と
助
け
て
く
れ
ま
し
た
。

多
く
の
方
に
助
け
ら
れ
ま
し
た

　

ま
た
、
友
達
も
ゼ
ロ
か
ら
ス
タ
ー
ト
の
新
生

活
で
心
細
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
同
じ
地

域
に
住
ん
で
い
る
同
年
代
の
み
ん
な
や
、
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
知
り
合
っ
た
マ
マ
さ
ん
や

ス
タ
ッ
フ
の
方
達
に
い
つ
も
気
に
か
け
て
も
ら

い
、
す
ご
く
助
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
何
で
も
話

せ
る
友
達
や
、
悩
み
を
共
有
で
き
る
仲
間
が
で

き
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

少
な
い
時
間
の
中
で

　
　
　
　
　

自
分
を
み
が
く

　

そ
し
て
津
南
と
言
え
ば
「
豪
雪
」
で
す
が
、

初
め
て
の
津
南
で
の
冬
の
生
活
は
と
い
う
と
、

圧
倒
さ
れ
そ
う
な
雪
の
壁
に
閉
ざ
さ
れ
、
子
ど

も
も
小
さ
く
外
出
も
な
か
な
か
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
毎
日
子
育
て
や
家
事
で
疲
労
感
は
た
っ

ぷ
り
な
の
に
、
進
学
塾
で
子
ど
も
達
を
受
験
に

合
格
さ
せ
る
た
め
一
日
中
バ
リ
バ
リ
働
い
て
い

た
頃
の
よ
う
な
何
か
を
成
し
遂
げ
た
よ
う
な

達
成
感
が
な
く
、
こ
の
ま
ま
で
良
い
の
だ
ろ
う

か
と
考
え
る
こ
と
も
多
か
っ
た
で
す
。
そ
れ
で
、

自
分
の
子
育
て
に
も
活
か
せ
る
資
格
を
と
、
ベ

ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
先
生
の
資
格
、
初
級
で
す

が
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
と
リ
フ
レ
ク
ソ
ロ
ジ
ー
の

資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。
現
在
は
幼
児
食
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
資
格
の
勉
強
を
し
て
い
ま
す
。
今

は
自
分
の
子
の
た
め
に
と
思
っ
て
勉
強
し
て
い

ま
す
が
、
い
つ
か
そ
れ
ら
の
資
格
が
新
米
マ
マ

さ
ん
達
の
助
け
に
な
れ
ば
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

娘
と
一
緒
に
成
長
し
て
い
く
…

　

娘
は
こ
の
10
月
で
２
歳
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
で
こ
そ
一
人
で
遊
べ
た
り
料
理
や
掃
除
を

一
緒
に
し
た
り
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

ま
だ
ま
だ
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。
イ
ヤ
イ
ヤ
期
と

赤
ち
ゃ
ん
返
り
が
重
な
り
大
変
な
こ
と
も
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
私
が
熱
を
出
し

た
と
き
に
体
温
計
の
電
源
を
入
れ
て
服
の
中
に

投
げ
入
れ
て
き
た
り
、
咳
を
す
れ
ば
マ
ス
ク
と

飲
み
物
を
持
っ
て
き
て
く
れ
て
背
中
を
ト
ン
ト

ン
し
て
く
れ
た
り
と
胸
が
熱
く
な
る
よ
う
な
優

し
い
子
に
成
長
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
最

近
で
は
話
せ
る
言
葉
や
読
め
る
ひ
ら
が
な
が
日

に
日
に
増
え
て
き
て
い
て
、
子
ど
も
の
成
長
に

本
当
に
驚
か
さ
れ
て
い
て
、
私
も
頑
張
ら
な
い

と
、
と
励
ま
さ
れ
る
毎
日
で
す
。

育
児
を
楽
し
ん
で
い
き
た
い
…

　

現
在
は
第
二
子
を
授
か
る
こ
と
が
で
き
、
喜

び
で
い
っ
ぱ
い
で
す
が
、
二
人
と
も
育
児
す
る

な
ん
て
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
と
不
安
も
あ
り
ま

す
。
で
も
先
輩
マ
マ
さ
ん
達
の
話
を
聞
き
な
が

ら
、
周
囲
の
助
け
を
借
り
な
が
ら
、
そ
う
い
う

と
こ
ろ
も
ひ
っ
く
る
め
て
育
児
を
楽
し
み
た
い

で
す
。
妊
娠
し
て
体
調
を
こ
わ
す
こ
と
も
多
く
、

引
き
続
き
主
人
を
は
じ
め
家
族
み
ん
な
に
は
迷

惑
を
か
け
っ
ぱ
な
し
で
す
。
主
人
は
も
と
よ
り

義
母
も
家
事
や
仕
事
で
本
当
に
忙
し
い
中
、
時

間
を
割
い
て
色
々
と
気
を
遣
っ
て
く
れ
て
、
感

謝
感
謝
の
毎
日
で
す
。
当
分
は
み
ん
な
に
甘
え

さ
せ
て
も
ら
い
出
産
や
育
児
を
頑
張
ろ
う
と
思

い
ま
す
が
、
妻
と
し
て
嫁
と
し
て
精
進
し
て
早

く
恩
返
し
を
し
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

子育て支援センター「つなっぺ」で楽しんでいます♡♡♡

奈々さんと愛娘の愛陽（まひる）ちゃん♡♡♡

健康づくり健康づくり ア・ラ・カルトア・ラ・カルト



1 0 月の新着図書
【大人の本】
●顔のしわ・たるみ・ほうれい線・しみが消える
　『１日５分で見た目が10歳若返る！』
　福辻　鋭記／著　さくら舎
●忘却探偵シリーズ最新刊
　『掟上今日子の遺言書』
　西尾維新／著　講談社
●〈黒田騒動〉を舞台に、まことの忠義を描く
　『鬼神の如く』
　葉室　麟／著　幻冬舎

【子どもの本】
●大人気の「ルルとララ」シリーズ最新刊
　『ルルとララのミルキープリン』
　あんびるやすこ／作　岩崎書店
●トーマスと仲間たちが大集合！
　『きかんしゃトーマス大図鑑』
　ヒット・エンタテインメント／著　ポプラ社
●動物の言葉がわかる少女が難事件を解決する
　『動物探偵ミア』
　ダイアナ・キンプトン／作　ポプラ社

その他、寄贈本含め130冊が新着となっております。
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弥生 ― M a r c h ―

田澤雄作／著　教文館

『メディアにむしばまれる子どもたち―
小児科医からのメッセージ』

　近年の電子メディアの登場は、大人には便利でも、子
どもの心身の成長発達を脅かしかねない前代未聞の問題
です。

　

こ
れ
か
ら
の
時
期
、大
人
も
子
ど
も
も
家

の
中
で
過
ご
す
こ
と
が
多
く
な
り
、電
子
メ

デ
ィ
ア
に
触
れ
る
機
会
が
増
え
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
？
そ
こ
で
今
月
は
、電
子
メ
デ
ィ

ア
の
危
険
を
促
す
著
書
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

ま
ず
初
め
に
、田
澤
氏
の
い
う
電
子
メ

デ
ィ
ア
と
は
、テ
レ
ビ
・
ビ
デ
オ
・
ゲ
ー
ム
・
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
意
味
す
る
も
の
で
す
。　

　

こ
の
電
子
メ
デ
ィ
ア
で
す
が
、大
人
に
と
っ

て
は
必
需
品
で
、ま
た
子
育
て
世
代
に
と
っ

て
は
、子
守
り
の
代
わ
り
に
な
り
便
利
だ
と

思
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、

子
ど
も
に
と
っ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

　

田
澤
氏
は
、小
さ
な
頃
か
ら「
電
子
メ

デ
ィ
ア
漬
け
」に
な
っ
た
子
ど
も
は
、原
因
不

明
の
頭
痛
や
腹
痛
、慢
性
疲
労
、う
つ
症
状

を
お
こ
し
て
し
ま
う
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
て

い
ま
す
。小
児
科
医
と
し
て
約
40
年
間
、子

ど
も
た
ち
を
診
断
し
て
こ
ら
れ
た
そ
う
で

す
が
、原
因
不
明
の
症
状
で
受
診
す
る
子
ど

も
は
、１
９
９
０
年
頃
か
ら
増
え
始
め
、そ

の
ほ
と
ん
ど
が
目
の
下
に「
隈
」が
あ
っ
た
そ

う
で
す
。一
見
、睡
眠
時
間
は
取
れ
て
い
る
よ

う
に
見
え
て
も
、良
質
な
睡
眠
が
取
れ
て
い

な
い
子
ど
も
も
多
く
、親
が
気
付
か
な
い
う

ち
に
悪
化
し
て
し
ま
う
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い

ま
す
。過
剰
な
映
像
メ
デ
ィ
ア
の
接
触
に
よ

る
脳
の
疲
労
が
慢
性
疲
労
・
睡
眠
障
害
の

原
因
の
一
つ
で
あ
る
た
め
、電
子
メ
デ
ィ
ア
に

一
週
間
触
れ
な
い
だ
け
で
原
因
不
明
の
症

状
が
改
善
す
る
子
ど
も
も
多
い
そ
う
で
す
。

　

も
し
か
す
る
と
、子
ど
も
の
原
因
不
明
の

症
状
は
電
子
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
も
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。ぜ
ひ
ノ
ー
メ
デ
ィ
ア
の
取
り
組

み
を
少
し
ず
つ
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

そ
の
取
り
組
み
の
手
始
め
に
、本
を
オ
ス

ス
メ
し
ま
す
。本
は
電
子
メ
デ
ィ
ア
と
は
違

い
、想
像
力
が
豊
か
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

来
月
に
は
、「
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
た
い

物
語
の
世
界
」と
題
し
た
講
座
を
行
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
へ
与
え
る
本
は
な
ん
で
も
良

い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。お
母
さ
ん
・
お

父
さ
ん
だ
け
で
な
く
、お
ば
あ
ち
ゃ
ん
・
お

じ
い
ち
ゃ
ん
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

12
月
12
日
㈯

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

■
場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー　

１
階
研
修
室

■
講
師　

錦
恵
美
子
さ
ん

　
　
　
　
（
新
潟
県
立
大
学
非
常
勤
講
師
）

■
お
問
い
合
わ
せ・お
申
し
込
み

　

津
南
町
公
民
館　

℡
７
６
５
‐
３
１
３
４

《
休
館
日
》

11
月
30
日
㈪
・
12
月
28
日
㈪
〜
１
月
３
日
㈰

今までで一番楽しく読めた本

−小林　優
ゆ り

梨さんから

西
にし

尾
お

維
い

新
しん

／ 著　出版社／講談社

私
が
紹
介
す
る
本
は
「
刀
語
」
と
い
う
、

ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
で
す
。
こ
の
本
を
読
ん
で

か
ら
、
著
者
で
あ
る
西
尾
維
新
さ
ん
の
本

が
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

中
学
生
の
時
に
、
古
本
屋
で
朝
学
習
に

読
む
本
を
探
し
て
い
て
、
目
に
留
ま
っ
た

の
が
こ
の
本
で
し
た
。
銀
色
の
カ
バ
ー
に

入
っ
て
い
て
、
カ
バ
ー
か
ら
出
す
と
表
紙

が
真
っ
赤
だ
っ
た
の
で
、
最
初
は
と
て
も

驚
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
何
と
な
く
気
に

な
っ
て
し
ま
い
、
表
紙
を
開
い
て
そ
の
場

で
少
し
読
ん
で
み
ま
し
た
。
最
初
の
二
、

三
行
を
読
ん
だ
と
こ
ろ
で
「
あ
、
こ
れ
は

面
白
い
本
だ
。」
と
直
感
的
に
思
い
、
す

ぐ
に
購
入
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
感
覚

は
初
め
て
で
し
た
。

こ
の
本
は
、
刀
を
使
わ
な
い
剣
術
を
使

う
主
人
公
が
幕
府
の
役
職
者
の
女
性
と
共

に
、
伝
説
の
刀
鍛
冶
が
作
っ
た
と
い
う

十
二
本
の
刀
を
蒐
集
す
る
た
め
、
刀
の
所

有
者
や
、
そ
の
刀
を
狙
う
敵
と
戦
っ
て
い

く
と
い
う
物
語
で
す
。

刀
カタナ

　語
ガタリ紹介する本

春
か す

日
が

　結
ゆ み

実さん （十日町）

広報ライブラリー
今月の１冊

11月 −霜
し も つ き

月−

Pen Relay
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つ
な
ん
の
文
芸

私
が
こ
の
本
を
読
ん
で
い
く
中
で
、
西

尾
維
新
さ
ん
の
本
が
好
き
に
な
っ
た
理
由

は
、
描
写
が
細
か
く
書
か
れ
て
い
て
、
登

場
人
物
の
感
情
が
感
じ
取
れ
る
か
ら
で
す
。

た
と
え
ば
敵
と
の
戦
闘
シ
ー
ン
で
は
、
登

場
人
物
の
動
き
や
背
景
な
ど
が
一
つ
一
つ

丁
寧
に
書
か
れ
て
い
る
た
め
、
ま
る
で
映

像
で
見
て
い
る
か
の
よ
う
に
想
像
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
最
初
は
あ
ま
り

感
情
を
出
さ
な
い
主
人
公
が
、
旅
を
続
け

て
い
く
こ
と
で
周
囲
の
人
間
の
気
持
ち
を

読
み
取
り
、
成
長
し
て
い
く
姿
が
と
て
も

読
み
応
え
が
あ
り
ま
す
。

こ
ん
な
に
楽
し
く
読
め
た
本
は
今
ま
で

無
か
っ
た
の
で
、
興
味
が
あ
り
ま
し
た
ら

是
非
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

次
は
、
齋さ
い
と
う藤
絵え

り

な
梨
菜
さ
ん
を
紹
介
し
ま

す
。

短 歌

俳 句

砂
丘

春は
る

に
植う

え
日ひ

び日
守ま

も

り
つ
つ
育そ

だ

て
た
る

　
　
稲い

ね

の
実み

の

り
て
今き

ょ
う日
は
刈か

り
取と

る	

山
本
　
光
一

柿か
き

の
木き

の
葉は

は
全す

べ

て
落お

ち
取と

り
残の

こ

し
た
る

　
　
柿か

き

の
実み

が
木こ

枯が
ら

し
に
揺ゆ

れ
る	

津
端
　
恵
子

く
る
く
る
と
わ
れ
の
後う

し

ろ
を
従つ

き
く
れ
ば

　
　
掃そ

う

除じ

き機
の
ま
る
さ
愛い

と

し
く
あ
り
て	

貝
澤
　
圭
子

午ご

前ぜ
ん

四よ

じ時
月つ

き

の
明あ

か

り
に
初は

つ
し
も霜
の
青あ

お
じ
ろ白
く

　
　
見み

ゆ
寝ね

ま間
の
窓ま

ど

よ
り	

関
谷
　
郁
子

自じ

動ど
う

ド
ア
開ひ

ら

き
ゐ
る
し
ば
し
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を

　
　
打う

つ
雨あ

ま
お
と音
の
激は

げ

し
く
響ひ

び

く	

恩
田
　
久
美
子

口こ
う

中ち
ゅ
う

に
「
ス
モ
ー
ク
フ
レ
ー
バ
ー
」
広ひ

ろ

が
る
を

　
　
舌し

た

に
こ
ろ
が
し
し
ば
し
留と

ど

め
る
（
マ
ッ
サ
ン
仙
台
工
場
試
飲
）	
丸
山
　
直
子

「
東と

う

京き
ょ
う

駅え
き

」
の
焼や

き
印い

ん

押お

さ
る
る
ア
ン
パ
ン
を

　
　
差さ

し
出だ

す
友と

も

の
見み

覚お
ぼ

え
あ
る
手て	

小
野
寺
　
恒
代

紅べ
に

い
も
の
タ
ル
ト
は
甘あ

ま

く
由ゆ

み美
さ
ん
の

　
　
優や

さ

し
き
心こ

こ
ろ

根ね

伝つ
た

は
り
て
き
ぬ	

樋
口
　
康
子

真し
ん
じ
つ実
を
詠よ

み
た
る
短た

ん

歌か

に
魅み

了り
ょ
う

さ
れ

　
　
わ
が
人じ

ん
せ
い生
の
指し

針し
ん

と
な
さ
む	

内
山
　
キ
ク

訃ふ

報ほ
う

聞き

き
噛か

み
し
め
る
ご
と
読よ

み
返か

え

す

　
　
君き

み

の
歌か

集し
ゅ
う

の
『
海う

み
ど
り鳥
の
夢ゆ

め

』	

麻
績
　
初
恵

病や

み
て
よ
り
尚な

お
い
と愛
し
さ
の
つ
の
り
し
と

　
　
不ふ

満ま
ん

も
ら
さ
ず
我わ

れ
か
ば庇
ふ
夫つ

ま	

滝
沢
　
勝
枝

歌う
た

を
詠よ

む
気き

力り
ょ
く

失う
し
な

ひ
暮く

ら
す
日ひ

び日

　
　
締し

め

切き

り
ま
で
は
ま
だ
四よ

っ
か日
あ
る	

風
巻
　
京
子

朝あ
さ

見み

た
る
早は

や
ざ
き咲
桔き

梗き
ょ
う

の
む
ら
さ
き
の

　
　
蕾つ

ぼ
み

ふ
く
ら
み
夕ゆ

う

べ
開ひ

ら

き
ぬ	

月
岡
　
ヨ
リ
エ

晩ば
ん

秋し
ゅ
う

の
光ひ

か
り

留と
ど

む
る
障し

ょ
う

子じ

戸ど

に

　
　
影か

げ

絵え

の
ご
と
く
吊つ

る

し
柿が

き

揺ゆ

る	

鈴
木
　
綾
子

オ
ホ
ー
ツ
ク
の
海う

み

蒼あ
お
ぐ
ら暗
く
潮し

お

の
色い

ろ

　
　
見み

せ
て
短み

じ
か

き
夏な

つ

過す

ぎ
む
と
す
（
北
海
道
猿
払
）	

萩
原
　
光
之

長
生
学
園

雨あ
め

上あ

が
り
霧き

り

立た

ち
の
ぼ
る
秋あ

き

の
山や

ま

　
　
見み

え
隠か

く

れ
し
て
墨す

み

絵え

の
如ご

と

く	

富
沢
　
キ
ミ

開か
い
し
き
ま
え

式
前
の
静せ

い

寂じ
ゃ
く

破や
ぶ

り
鳴な

り
響ひ

び

く

　
　
火か

焔え
ん

太だ
い

鼓こ

に
吾わ

れ

は
と
き
め
く（
町
制
施
行
六
十
周
年
記
念
式
典
）	

島
田
　
眞
之

個
人

み
さ
と
苑え

ん

ひ
ま
わ
り
紅あ

か

が
優ゆ

う

勝し
ょ
う

す

　
　
　
運う

ん
ど
う
か
い

動
会
の
楽た

の

し
一ひ

と
と
き時		

「
合ごう
ど
う同

」	

清
水
　
貞
子

岩
す
げ
俳
句
会
（
十
月
）

吾あ

こ子
の
手て

は
栗く

り

ひ
と
粒つ

ぶ

を
あ
た
た
め
て	

渡
　
舟

物も
の
お
き置
へ
帰か

え

る
案か

か

し

山
子
の
顔か

お

大お
お

き	

房
　
良

枝え
だ

も
根ね

も
あ
る
流り

ゅ
う

木ぼ
く

や
秋あ

き

出で

水み
ず	

酔
　
花

秋あ
き
ふ
う
り
ん

風
鈴
洗せ

ん
た
く
も
の

濯
物
の
子こ

守も
り

し
て	

守
　
人

穂ほ
す
す
き芒
の
覆お

お

ひ
か
ぶ
さ
る
野の

天て
ん

風ぶ

ろ呂	

貞
　

駆か

け
る
子こ

の
先さ

き

へ
先さ

き

へ
と
秋あ

き

の
蝶ち

ょ
う	

れ
い
子

表ひ
ょ
う

札さ
つ

に
三さ

ん
な
ん
く
わ

男
加
へ
柿か

き

日び
よ
り和	

千
年
雄

見み

お下
ろ
せ
ば
秋あ

き

の
日ひ

く暮
る
る
信し

な

濃の

川が
わ	

東
　
川

池い
け

の
面も

に
白は

く

露ろ

の
日ひ

ざ
し
や
は
ら
か
し	

妙
　

コ
ス
モ
ス
の
揺ゆ

れ
て
子こ

犬い
ぬ

の
パ
ン
チ
か
な	

冬
詩
子

帰き

ろ路
急い

そ

ぐ
光ひ

か
り

の
帯お

び

や
秋あ

き

の
暮く

れ	

美
　
恵

残ざ
ん

業ぎ
ょ
う

の
終お

え
て
見み

あ上
ぐ
る
今き

ょ
う日
の
月つ

き	

芳
　
司

木も
く
せ
い犀
や
父ち

ち

の
命め

い
に
ち日
近ち

か

づ
き
ぬ	

壽
　
子

庭に
わ
す
み隅
に
鳴な

く
コ
ホ
ロ
ギ
や
み
さ
と
苑え

ん	

兎
　
月
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内
臓
脂
肪
が
引
き
起
こ
す
、

動
脈
硬
化

秋
も
深
ま
り
、
日
増
し
に
寒
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。
先
日
、
今
年
の
町
の
特
定
健
診
の
全
日

程
が
終
了
し
ま
し
た
。
検
診
の
指
導
の
際
に
受

診
さ
れ
た
か
た
に
内
臓
脂
肪
に
つ
い
て
話
を
し

ま
し
た
。　

内
臓
脂
肪
と
は
、
肝
臓
・
胃
・
腸
な
ど
の
周

囲
に
た
ま
る
脂
肪
の
こ
と
で
す
。
お
な
か
が

ぽ
っ
こ
り
と
し
た
肥
満
は
内
臓
脂
肪
に
よ
る
も

の
で
、
こ
の
タ
イ
プ
の
肥
満
は
「
内
臓
脂
肪
型

肥
満
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

内
臓
脂
肪
型
肥
満
と
聞
く
と
見
た
目
の
イ

メ
ー
ジ
が
先
行
し
て
し
ま
い
、
ス
タ
イ
ル
ば
か

り
が
注
目
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
本
当
の
問
題
は

見
た
目
で
は
な
く
、
血
管
で
す
。
内
臓
脂
肪
型

肥
満
の
か
た
は
脂
質
異
常
、
高
血
糖
、
高
血
圧

を
招
き
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の

疾
患
を
放
置
す
る
と
、
血
管
は
弾
力
を
失
い
、

動
脈
硬
化
が
進
行
し
て
し
ま
い
ま
す
。
内
臓
脂

肪
型
肥
満
で
、
な
お
か
つ
、
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
の
値
が
高
い
人
は
、
動
脈
硬
化
の
リ
ス

ク
が
い
っ
そ
う
高
い
状
態
で
す
。 

内
臓
脂
肪
型
肥
満
か
ど
う
か
を
調
べ
る
に
は
、

特
定
健
診
が
有
効
で
す
。
特
定
健
診
で
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
診
断
さ
れ
た
場
合
、

動
脈
硬
化
の
危
険
性
は
高
く
、
重
篤
な
病
気
の

リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
食
事
量
が
増
え
た
り
、

運
動
量
が
減
少
し
て
し
ま
う
か
た
が
多
い
と
思

い
ま
す
。
気
づ
き
に
く
い
で
す
が
、
ち
ょ
っ
と

し
た
生
活
習
慣
の
変
化
か
ら
、
徐
々
に
内
臓
脂

肪
は
蓄
積
し
て
し
ま
い
ま
す
。
食
べ
過
ぎ
や
運

動
不
足
に
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
津
南
町
の
健
診
の
結
果
で
は
、
痩
せ

型
の
高
血
糖
の
か
た
も
多
い
で
す
。
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
で
な
く
て
も
、
血
圧
が

高
か
っ
た
り
、
血
糖
値
が
高
か
っ
た
り
す
る
と

血
管
は
じ
わ
じ
わ
と
痛
ん
で
い
き
ま
す
。
痩
せ

型
の
か
た
も
油
断
せ
ず
に
、
必
ず
１
年
に
１
回

健
診
を
受
け
て
、
前
年
よ
り
も
数
値
が
悪
く

な
っ
て
い
な
い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

「
も
し
か
し
て
」

あ
な
た
が
救
う

小
さ
な
手

　

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す
。

　

虐
待
と
思
わ
れ
る
事
実
を
知
っ
た
時
に
は

通
告
し
て
く
だ
さ
い

　

直
接
虐
待
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
目
撃
し

て
い
な
い
場
合
で
も
通
告
で
き
ま
す
。

【
身
体
的
虐
待
】

　

殴
る
、
蹴
る
、
投
げ
落
と
す
、
激
し
く
揺

さ
ぶ
る
、
火
傷
を
負
わ
せ
る
、
厳
冬
期
に
外

に
締
め
出
す　

な
ど
周
囲
か
ら
わ
か
り
や
す

く
、
顕
在
化
し
や
す
い
の
で
す
が
、
洋
服
の

下
の
見
え
な
い
部
分
に
だ
け
暴
行
を
加
え
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

【
性
的
虐
待
】

　

子
ど
も
へ
の
性
的
行
為
、
性
行
為
を
見
せ

る
な
ど
で
、
本
人
が
告
白
す
る
か
、
家
族
が

気
付
か
な
い
と
な
か
な
か
顕
在
化
し
ま
せ
ん
。

【
ネ
グ
レ
ク
ト
】

　

子
ど
も
を
家
に
残
し
て
外
出
す
る
、
食
事

を
与
え
な
い
、
ひ
ど
く
不
潔
に
す
る
、
無
視

し
て
子
ど
も
の
情
緒
的
な
欲
求
に
こ
た
え
な

い
、
自
動
車
の
中
に
放
置
す
る
、
重
い
病
気

に
な
っ
て
も
病
院
に
連
れ
て
行
か
な
い　

な

ど
、
乳
幼
児
や
年
齢
の
低
い
子
ど
も
に
起
こ

り
や
す
い
で
す
。

【
心
理
的
虐
待
】

　

言
葉
に
よ
る
脅
し
、
無
視
や
拒
否
的
な
態

度
を
と
る
、
兄
弟
間
で
の
差
別
的
扱
い
、
子

ど
も
が
Ｄ
Ｖ
を
目
撃
す
る　

な
ど
で
す
。
子

ど
も
の
心
を
死
な
せ
て
し
ま
う
よ
う
な
虐
待

と
理
解
で
き
ま
す
。

【
虐
待
？
し
つ
け
？
】

　

保
護
者
が
子
ど
も
の
た
め
だ
と
考
え
て
い

て
も
、
過
剰
な
教
育
や
厳
し
い
し
つ
け
に

よ
っ
て
子
ど
も
の
心
や
体
の
発
達
が
阻
害
さ

れ
る
ほ
ど
で
あ
れ
ば
、
あ
く
ま
で
子
ど
も
の

側
に
立
っ
て
判
断
し
、
虐
待
と
と
ら
え
て
よ

い
で
し
ょ
う
。

◎
地
域
の
方
へ

　

子
育
て
中
の
親
子
に
、
優
し
い
ま
な
ざ
し

や
声
か
け
を
お
願
い
し
ま
す
。
も
し
か
し
た

ら
心
が
少
し
穏
や
か
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

◎
子
育
て
中
の
か
た
へ

　

楽
し
み
に
待
っ
て
い
た
赤
ち
ゃ
ん
な
の
に
、

い
ざ
子
育
て
し
よ
う
と
し
た
ら
、
迷
う
こ
と
、

困
っ
て
し
ま
い
こ
と
ば
か
り
で
す
ね
。
子
育

て
に
悩
ん
で
い
る
人
は
、
ひ
と
り
で
抱
え
込

ま
ず
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

児
童
虐
待
は
社
会
全
体
で
解
決
す
べ
き
問

題
で
す
。

オレンジリボン

●相談先は

児童相談所
全国共通ダイヤル
☎189（いちはやく）

津南町役場
福祉保健課
☎765－3114

あなたの１本の電話で

救われる子どもがいます

はーい

でーす

保健師

今月は
北村 知子

保健師
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無
限
に
変へ

ん

化げ

す
る
観
世
音
菩
薩

津
南
町
の
石
仏
調
査
で
は
観
世
音
菩
薩
の
造ぞ
う

立り
ゅ
う

は
地
蔵
菩
薩
な
ど
に
比
べ
て
、そ
の
数
が
文

字
碑
を
含
め
７
体
と
い
う
現
状
で
し
た
。

十
日
町
市
・
中
魚
沼
郡
曹
洞
宗
青
年
僧
侶
の

会
編
集
で
、昭
和
60
年
６
月
に
発
行
さ
れ
た『
妻

有
の
百
三
十
三
番—

ふ
る
里
の
霊
場
め
ぐ
り

---

』に
津
南
町
の
観
音
霊
場
が
四
十
三
番
の
堂

平
か
ら
七
十
八
番
の
鹿
渡
ま
で
、36
カ
所
の
観

音
堂
に
祀
ら
れ
て
い
る
観
世
音
菩
薩
が
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
。木
彫
仏
が
ほ
と
ん
ど
で
石
仏
は

61
番
の
百
木（
百
ノ
木
）と
六
十
二
番
の
加
用
の

２
カ
所
し
か
有
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

全
国
の
観
音
霊
場
で
有
名
な
の
は
西
国
霊
場

三
十
三
所
、坂
東
霊
場
三
十
三
所
、秩
父
霊
場

三
十
四
所
が
あ
り
ま
す
。西
国
霊
場
は
平
安
時

代
後
期
に
霊
場
と
し
て
成
立
し
ま
し
た
。そ
の

後
、時
代
を
追
っ
て
坂
東
・
秩
父
な
ど
と
成
立
を

見
ま
す
。さ
ら
に
、江
戸
時
代
以
降
に
な
り
ま
す

と
全
国
各
地
に
札
所（
霊
場
）が
多
く
誕
生
し
ま

し
た
。そ
し
て
そ
の
札
所
は
地
域
的

な
観
光
と
あ
わ
せ
て
庶
民
の
仏
教
信

仰
を
広
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。そ

こ
で
、変へ
ん

化げ

観
世
音
菩
薩
の
信

仰
の
広
が
り
を
知
ろ
う
と
思
い
、そ

の
手
掛
か
り
と
し
て
、西
国
・
坂
東
・

秩
父
の
三
霊
場
に
祀
ら
れ
て
い
る
観

世
音
菩
薩
を
列
挙
し
て
み
ま
す
と
、

如
意
輪
観
音
・
十
一
面
観
音
・
千
手
観
音
・
不ふ

空く
う

羂け
ん

索さ
く

観か
ん

音の
ん
・
准じ
ゅ
ん

提て
い

観か
ん

音の
ん
・
聖し
ょ
う

観か
ん

音の
ん
・
馬
頭
観
音
・
延

命
観
音
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

『
観
音
経
』に
は
観
世
音
菩
薩
が
一
切
の
衆し
ゅ

生じ
ょ
う

の
一
切
の
願
い
を
聞
き
入
れ
る
た
め
に
、33
の

変へ
ん

化げ

身し
ん

と
な
っ
て
現
れ
る
と
説
か
れ
て
い
ま
す
。

観
世
音
菩
薩
は
救
う
相
手
に
よ
っ
て
、仏
、菩
薩
、

明
王
、天
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
姿
で
現
れ
る
と

も
説
か
れ
て
い
ま
す
。（『
瓜う

生り
ゅ
う

中な
か

著
：
仏
像
が
よ

く
わ
か
る
本
』参
照
）

観
世
音
菩
薩
の
名
を
唱
え
て
助
け
を
求
め
る

も
の
が
あ
れ
ば
そ
れ
を
救
う
た
め
に
変
化
し
た

姿
で
救
済
す
る
衆
生
の
前
に
あ
ら
わ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、33
の
数
は
無
限
を

表
し
、そ
の
姿
は
今
ま
で
あ
げ
た
菩
薩
名
に
と

ど
ま
る
こ
と
な
く
無
限
に
変へ
ん

化げ

身し
ん

す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。こ
れ
が
題
名
の
意
味
で
す
。

と
っ
て
も
ス
ペ
シ
ャ
ル
な

Ｔ
ａ
ｐ
の
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

津南町　卯之木

観世音菩薩

　

Ｔ
ａ
ｐ
で
は
「
と
っ
て
も
ス
ペ
シ
ャ
ル
な
ク

リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。
昨

年
は
90
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
今
年
も
、

作
っ
て
・
遊
ん
で
・
歌
っ
て
楽
し
む
素
敵
な
パ
ー

テ
ィ
ー
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
大
勢
の
方
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日　

時　

12
月
20
日
㈰

　
　
　
　
　

９
時
20
分
～
12
時

■
会　

場　

津
南
町
総
合
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者　

・
保
育
園
児
と
そ
の
保
護
者

　
　
　
　
　

・
小
学
生

■
入
場
料　

会　

員　

１
人　

４
０
０
円

　
　
　
　
　

非
会
員　

１
人　

５
０
０
円

■
作
成
・
体
験
コ
ー
ナ
ー

　

①
ふ
っ
く
ら
蒸
し
パ
ン
作
り

　

②
ふ
わ
ふ
わ
リ
ー
ス
作
り

　

③
か
わ
い
い
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り

　

④
ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
体
験

※
作
成
・
体
験
コ
ー
ナ
ー
に
参
加
さ
れ
る
方
は

別
途
材
料
費
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

■
遊
ぶ
コ
ー
ナ
ー

　

①
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト

　

②
手
作
り
ツ
リ
ー

　

③
ス
ラ
ッ
グ
ラ
イ
ン

　

④
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

　

⑤
か
が
く
で
遊
ぼ
う　

な
ど

　

そ
の
他
・
詳
細
に
つ
い
て
は
後
日
、
小
学
校
、

保
育
園
を
通
じ
て
チ
ラ
シ
を
配
布
い
た
し
ま
す
。

・
保
育
園
児
は
保
護
者
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｔ
ａ
ｐ
（
町
総
合
セ
ン
タ
ー
内
）

　

℡
０
２
５
‐
７
６
５
‐
５
７
７
６

手で温めてコネコネ♪
手作りキャンドル♪ みんなでクリスマスを楽しもう！

津
南
石
造
物
散
歩

つ
ま
り
石
仏
の
会

文
責 

桑
原
和
位

222
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咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
で

　
　
　
　
　
　

感
染
予
防
！

薬
剤
科
　
小
島
　
司

そ
ろ
そ
ろ
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
気
に
な
る
季
節

で
す
。感
染
を
広
げ
な
い
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ
が「
か

か
ら
な
い
」「
う
つ
さ
な
い
」
対
策
を
実
践
し
ま

し
ょ
う
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
咳
や
く
し
ゃ
み
の
際
に
口

か
ら
出
る
小
さ
な
飛
沫
（
水
滴
）
を
介
し
て
人
に

感
染
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
飛
沫

を
浴
び
な
い
よ
う
に
す
れ
ば
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

感
染
す
る
危
険
性
は
大
き
く
減
少
し
ま
す
。
咳
エ

チ
ケ
ッ
ト
を
心
が
け
て
一
人
ひ
と
り
が
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

マ
ス
ク
は
隙
間
が
無
い
よ
う
に
正
し
く
着
用
し
、

使
用
後
の
マ
ス
ク
は
直
ぐ
に
捨
て
ま
し
ょ
う
。

咳
を
す
る
と
き
は
周
囲
の
人
か
ら
な
る
べ
く
離

れ
、
マ
ス
ク
を
し
て
い
て
も
顔
を
そ
ら
し
ま
し
ょ

う
。湿

っ
て
き
た
ら
新
し
い
マ
ス
ク
と
交
換
し
、
使

い
捨
て
マ
ス
ク
の
再
利
用
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
正
し
い
う
が
い
や
手
洗
い
、
適
度
な
湿

度
を
保
つ
こ
と
、
十
分
な
休
養
と
バ
ラ
ン
ス
の
良

い
食
事
、
人
ご
み
を
避
け
る
な
ど
感
染
す
る
前
に

で
き
る
こ
と
を
や
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

＜実施された行事＞
〔10月〕
	 25日	 津南町議会議員選挙
〔11月〕
	 1日	 十日町市市制10周年記念式典
	 1日	 狭山大茶会
	 3日	 津南町町制施行60周年記念式典
	 6日	 新潟県町村自治に関する研修会
	 6日	 町村長と町村議長との意見交換会
	 10日	 全員協議会
	 13日	 第６回臨時会
	 16日	 ３市町村議会連携協議会
	 18日	 十日町広域事務組合施設視察会

	 19日	 新潟県町村議長会新人議員研修会
　20日　新潟県町村議会議長会広報研修会

＜今後予定されている行事＞
〔11月〕
	 24日	 佐賀県上峰町議会視察研修来町
〔12月〕
	 4日	 一般質問締切
	 5日	 湯沢町町制施行60周年記念式典
	 8日	 議会運営委員会
	 8日	 全員協議会
	16日～18日	 第4回津南町議会定例会開会

　毎月10日までに100日運動カードを提出いただい
たかたを、このコーナーでご紹介します。（敬称略）
 4700日 中村チエ子（堂平）
 3800日 高橋美佐子（見玉）
 2100日 鈴木カヨ（船山新田）
 2000日 本山マサ（反里）
 1300日 大倉サダ（小下里）
 1100日 大倉時江（小下里）
 900日 大倉マツ（小下里）
 800日 渡辺秀子（正面）
 200日 福原幸子（外丸）
 100日 西澤喜美（上郷逆巻）、保坂良雄（大井平）

主な運動：テレビ体操、水中運動、
	　　　　　ウォーキング、ラジオ体操など

健康体力づくり100日運動

　
「
自
分
の
年
金
記
録
を
見
た
い
」「
将

来
の
年
金
見
込
額
を
知
り
た
い
」
と
い

う
か
た
へ
、「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
と

い
う
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
ご
自
身
の
年
金

に
関
す
る
様
々
な
情
報
を
手
軽
に
確
認

で
き
る
も
の
で
、
24
時
間
い
つ
で
も
、

最
新
の
年
金
記
録
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
も
利

用
可
能
で
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
て
い
な

い
期
間
や
厚
生
年
金
加
入
記
録
な
ど
も

確
認
で
き
、
記
録
の
「
も
れ
」
や
「
誤

り
」
の
発
見
に
も
役
立
ち
ま
す
。

　

利
用
し
た
い
と
い
う
か
た
は
基
礎
年

金
番
号
を
ご
用
意
の
上
、
日
本
年
金
機

構
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ

ト
」
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

納
付
し
た
場
合
と
比
べ
て
年
金
額
が
少

な
く
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
将
来
受
け

取
る
年
金
額
を
増
や
す
た
め
に
、
10
年

以
内
で
あ
れ
ば
こ
れ
ら
の
期
間
の
保
険

料
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

免
除
な
ど
を
受
け
た
期
間
の
翌
年
度

か
ら
数
え
て
３
年
度
目
以
降
に
追
納
す

る
場
合
は
、
一
定
の
加
算
額
が
上
乗
せ

さ
れ
る
た
め
、
お
考
え
の
か
た
は
お
早

め
の
追
納
を
お
勧
め
し
ま
す
。
追
納
す

る
た
め
に
は
、
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

（
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
る
か
た

は
、
追
納
で
き
ま
せ
ん
。）

■
お
問
い
合
わ
せ

・
六
日
町
年
金
事
務
所

　

℡
０
２
５
‐ 

７
１
６ 

‐
０
８
０
０

・
ね
ん
き
ん
定
期
便

・
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
等
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

℡
０
５
７
０
‐ 

０
５
８
‐
５
５
５

・
税
務
町
民
課 
町
民
班

　

℡
０
２
５
‐ 
７
６
５
‐ 

３
１
１
３

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
、
若
年
者

納
付
猶
予
、
学
生
納
付
特
例
を
受
け
た

期
間
が
あ
る
場
合
は
、
保
険
料
を
全
額

議会コーナー

病
院
歳
時
記

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト

追
納
制
度
に
つ
い
て



23 広報 平成27年11月号

ジ
オ
サ
イ
ト
を

探
検
し
隊
！

ジ
オ
サ
イ
ト
を

探
検
し
隊
！

ジ
オ
サ
イ
ト
を

探
検
し
隊
！

ジ
オ
サ
イ
ト
を

探
検
し
隊
！
メンバー募集中

しあわせ♡応援隊から

を込めて
愛

最
近
の
結
婚
へ
の
意
識
は
少
し
前
と
変
わ
っ

て
き
て
い
ま
す
。

以
前
（
約
30
年
ほ
ど
前
）
は
、
適
齢
期
を
ク

リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
に
例
え
て
25
歳
は
売
れ
残
り

と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
周
り
も
本
人
も
20
代

中
頃
に
は
結
婚
す
る
も
の
だ
と
考
え
て
い
た
時

代
、
そ
う
い
う
も
の
だ
と
当
た
り
前
の
よ
う
に

思
っ
て
い
た
も
の
で
す
。

今
は
、
若
い
世
代
が
い
い
意
味
で
、
固
定
観

念
に
囚
わ
れ
ず
、
自
分
自
身
の
人
生
を
自
分
な

り
に
楽
し
ん
で
い
る
か
た
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
逆
に
、
経
済
的
な
点
か
ら
、
な
か
な
か
結

婚
へ
と
踏
み
出
せ
な
い
か
た
も
い
ま
す
。
結
婚

へ
の
夢
を
抱
け
な
い
、
異
性
と
一
緒
に
過
ご
す

よ
り
同
性
と
一
緒
の
ほ
う
が
気
を
使
わ
な
い
で

楽
し
く
過
ご
せ
る
な
ど
な
ど
結
婚
へ
と
踏
み
出

せ
な
い
若
者
の
悩
み
や
考
え
も
実
に
様
々
で
す
。

世
の
中
経
済
的
な
発
展
と
と
も
に
便
利
に
な

一
つ
一
つ
の
出
会
い
も
大
切
に
♡

り
、
生
活
ス
タ
イ
ル
も
多
様
化
と
な
り
ま
し
た
。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
結
婚
が
す
べ
て
と
い
う

世
の
中
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
な
か
、
ま

す
ま
す
結
婚
へ
と
踏
み
切
れ
な
い
若
者
が
増
え

る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
し
て
お
り
ま
す
。

で
す
が
、
家
庭
を
持
つ
こ
と
（
家
庭
に
も
い

ろ
い
ろ
な
形
態
が
あ
る
こ
と
を
知
り
）、
自
分

の
子
ど
も
を
持
つ
こ
と
（
子
ど
も
を
持
つ
と
い

う
こ
と
も
、
い
ろ
い
ろ
な
事
情
が
あ
る
こ
と
を

慮
る
必
要
が
あ
り
ま
す
）
は
、
自
分
の
生
き
て

い
く
人
生
に
夢
を
与
え
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

人
は
一
人
で
は
生
き
て
い
け
な
い
も
の
で
す
。

誰
か
の
教
え
通
り
「
人
」
と
い
う
字
は
支
え
合

っ
て
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
を
支
え
て

く
れ
る
あ
な
た
が
支
え
る
大
切
な
人
を
見
つ
け

て
み
ま
せ
ん
か
？
あ
な
た
の
支
え
と
な
る
、
あ

な
た
が
支
え
と
な
る
家
庭
を
見
つ
け
て
み
ま
せ

ん
か
？

そ
れ
は
、
パ
ッ
と
見
つ
け
る
も
の
で
は
な
く
、

一
日
一
日
の
積
み
重
ね
、
一
つ
一
つ
の
出
会
い

の
重
な
り
か
ら
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
な
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
一
つ
一
つ
の
出
会
い

を
な
い
が
し
ろ
に
で
は
な
く
、
大
切
に
し
て
い

っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
人
と
人
と
の

触
れ
合
い
は
温
か
い
も
の
で
す
。

友
だ
ち
を
広
げ
て
み
ま
せ
ん
か
？
私
ど
も

「
し
あ
わ
せ
♡
応
援
隊
」
は
皆
さ
ん
の
出
会
い

を
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

し
あ
わ
せ
♡
応
援
隊　

林
ト
シ
子（
陣
場
下
）

■お問い合わせ
　ジオパーク推進室（なじょもん）　℡765ー 1600

　

秋
、
国
道
４
０
５
号
線
か
ら
清
水
川
原
集
落

を
見
る
と
、
背
景
に
は
３
段
の
紅
葉
と
荒
々
し

い
岩
肌
の
屏
風
岩
が
そ
び
え
て
い
ま
す
。

ジ
オ
サ
イ
ト
№
18

清
水
川
原
の
屏び

ょ
う

風ぶ

岩い
わ（

大お
お
く
ら嵓

）

　

こ
れ
は
、
約
80
万
年
前
に
噴
火
し
た
鳥
甲
火

山
の
溶
岩
の
上
に
、
土
が
堆
積
し
、
そ
こ
へ
約

30
万
年
前
に
噴
火
し
た
苗
場
火
山
の
溶
岩
が
流

れ
至
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
そ
の
上
へ
、
現
在
ま

で
ロ
ー
ム
層
を
含
む
土
が
堆
積
し
ま
し
た
。
溶

岩
部
分
に
は
植
物
が
生
育
せ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の

溶
岩
上
層
の
土
に
は
植
物
が
育
ま
れ
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
秋
に
は
そ
れ
ら
の
植
物
が
色
づ
い

て
美
し
い
３
段
の
紅
葉
と
な
り
、
私
た
ち
の
目

を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
よ
く
見
る
と
鳥
甲

火
山
溶
岩
と
苗
場
火
山
溶
岩
の
岩
肌
の
違
い
も

分
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
下
方
の
清
水
川
原
の
中
津
川
左

岸
に
は
、
地
名
の
由
来
で
あ
る
川
原
に
豊
富
な

水
が
湧
い
て
い
ま
す
。

モデル／３年 　鈴木翠さん

ごつごつした溶岩と赤や黄色の

紅葉が一緒に見れるんだね。

たしかに、よく見ると下の鳥甲山

の溶岩と上の苗場山の溶岩の違

いが分かるよね。



行政区名変更のお知らせ
　「卯ノ木」集落については、 
平成27年４月より「卯之木」へ
行政区名が変更になりました。

戸 籍 の 窓

髙橋　祥太さん（辰ノ口）
味原　愛美さん（十日町市）｝
根津　龍太さん（赤沢）
山本　真麻さん（十日町市）｝
鈴木　智也さん（十日町市）
大倉由香里さん（小下里） ｝
宮沢　高吉さん（卯之木）
柄澤菜美江さん（卯之木） ｝
村山　潤一さん（朴ノ木坂）
山田美花野さん（大割野） ｝
森口　　優さん（宮野原）
吉田　祐子さん（見附市） ｝

N
ajom

on Inform
ation

■人口10,238（−13）　男4,986（−3）　女5,252（−10）

■世帯数3,584（0）　■転入／ 18　■転出／ 22　■出生／ 4　■死亡／ 13　■婚姻／ 411月１日現在（　）内は前月比

津 南 町 の 人 口

●なじょもんクリスマス展
　会　期／ 11月28日㈯～ 12月25日㈮
　入場料／無料
　クリスマスをテーマにした手づくり作品の展示会を開催し

ます。

　28日午前10時からのレセプ

ションでは、出展者に作品の紹

介をしていただきます。お茶と

お菓子をご用意してお待ちして

います。お気軽にご参加くださ

い。

●津南學講座
　　「郷土津南を楽しく学ぶ」をテーマに、津南學講座を開催します。

　会　場／なじょもん研修室

　受講料／無料

　11月21日㈯　13：30 ～ 15：00
　　「にいがたの食－山と海そして縄文－」
　　講師／寺﨑裕助（新潟県考古学会会長）
　12月５日㈯　13：30 ～ 15：00
　　「雪と生活～兎猟を中心として～」
　　講師／天野武（元文化庁主任文化財調査官）
　12月12日㈯　13：30 ～ 15：00
　　「古代の色について」
　　講師／深澤芳樹（天理大学客員教授）

昨年のクリスマス展の様子

前回の講座の様子

　

寒
く
な
っ
た
か
と
思
え
ば
、
暖
か
い
風

が
吹
い
た
り
、
紅
葉
も
始
ま
っ
た
か
と
思

え
ば
、
あ
っ
と
い
う
間
に
枯
れ
葉
が
舞
う

季
節
で
す
。
先
日
、
秋
を
探
し
に
行
っ
て

き
た
の
で
す
が
、
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
行
か

ず
に
後
悔
。
来
年
こ
そ
は
紅
葉
の
い
い
写

真
撮
り
た
い
で
す
ね
。

　

早
い
も
の
で
、
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ

と
１
ヶ
月
。
そ
ろ
そ
ろ
冬
将
軍
の
足
音
が

聞
こ
え
て
来
る
頃
で
す
が
、
今
年
の
雪
の

具
合
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
。
み
な
さ
ん
冬

支
度
は
お
済
み
で
す
か
？

山本　将
しょう

真
ま

（上野） 大輔さん
 智美さん

津端　愛
あ こ

心（大割野） 淳さん
 千寿子さん

桑原　岳
がく

叶
と

（十二ノ木） 崇さん
 かおるさん

山岸　柚
ゆず

香
か

（下加用） 和夫さん
 鮎美さん

福原　貫
かん

太
た

（外丸） 太さん
 麻里さん

福𠩤　清子さん （91歳・大割野）

山田　武さん	 （60歳・亀岡）

池田　トミさん	 （91歳・上野）
小島　一誠さん	 （80歳・逆巻）
中島　シンさん	 （85歳・大井平）
桑原　正隆さん	 （96歳・貝坂）
知桐　初枝さん	 （93歳・辰ノ口）
阿部　喜平さん	 （92歳・赤沢）
大平　利雄さん	 （85歳・割野）
河田　幸さん	 （90歳・大井平）

貝澤　恒雄さん	 （80歳・鹿渡）
中澤　幸男さん	 （77歳・上段）
樋口　英子さん	 （91歳・辰ノ口）
𠮷野　シゲさん （98歳・逆巻）

12月 【なじょもん☎765-5511】

日 時 プログラム 金額 対 象

5日㈯ 13:30〜15:30 ひょうたんの工作 500 中学年から

6日㈰ 13:00〜16:00 注連縄づくり 800 中学年から

12日㈯ 10:00〜12:00 そば打ち 800 中学年から

13日㈰ 13:30〜15:30 和紙の年賀状づくり 800 低学年から

19日㈯ 13:30〜15:30 縄文ナイトライト 1,000 高学年から

20日㈰ 13:30〜15:30 アンギン編み初級編 1,000 中学年から

※友の会の皆さんは半額です。

予約受付中 !当日受付も可
※ただし定員になり次第締切ります

火
の
用
心

無
防
備
な

心
に
火
災
が

か
く
れ
ん
ぼ

（
平
成
27
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語
）

火
の
用
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編
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この紙は
再生紙を
使っています

表
紙
の
写
真　

こ
の
秋
は
記
念
式
典
の
ほ
か
60
周
年

を
記
念
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

18
日
の
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
津
南
に
ゆ
か
り
の
あ

る
民
謡
歌
手 

涌
井
晴
美
さ
ん
の
公
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。


